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 令和２年度 熊本県外国人留学生の生活・就活状況アンケート 集計結果  

 

概 要：留学生が抱える共通の問題点を把握し、留学生支援事業の改善及び充実を図るための基礎資

料とするために、留学生の生活に関する項目や日本での就職活動に対する意識や活動状況等

についてのアンケート調査を行った。これらの結果を加盟教育機関、熊本県、熊本市で共有

することにより、熊本県全体の留学生の受け入れ環境、就職支援サービスについての向上を

図るものとする。 

対 象：大学コンソーシアム熊本加盟高等教育機関に在籍する外国人留学生 

回答期間：令和２年１２月２４日～令和３年２月３日 

回答方法：オンラインまたは紙媒体 

回 答 数：２６６（回収率４３％）※令和２年１２月１日現在の留学生数６０１名 

(中九州短期大学のみ 1月２２日現在の数字) 

 

Q1. 男女別 ： 男 ［ 146 ］ 54.8％、女 ［ 118 ］ 44.4％、回答なし ［ 2 ］ 0.8％ 

 

Q2. 年齢別 ： 20～24歳 ［ 126 ］ 47.3％、25～29歳 ［ 76 ］ 28.6％、30～34歳 ［ 43 ］ 16.2％、 

35～39歳 ［ 12 ］ 4.5％、20歳未満 ［ 5 ］ 1.9％、40歳以上 ［ 4 ］ 1.5％ 

 

Q3. 出身国 ： 

 

 

                                                                     
回答数 ［ 2 ］ 各0.8％ イラク、イラン、エジプト、ガーナ、ミャンマー 

回答数 ［ 1 ］ 各0.4％ アメリカ、インド、エストニア、カザフスタン、ケニア、スーダン、台湾、タンザニア、

ドイツ、ネパール、パプアニューギニア、マラウイ、メキシコ 

回答なし [ 11 ］ 4.1％  

 

  

138

17

16

14

13

9

8

6

5

3

3

中国 （51.3%）

マレーシア （6.4%）

インドネシア （6.0%）

モンゴル （5.3%）

カンボジア （4.9%）

ベトナム （3.4%）

タイ （3.0%）

バングラデシュ （2.3%）

韓国 （1.9%）

アフガニスタン （1.1%）

スリランカ （1.1%）

0 20 40 60 80 100 120 140 160単位（人）， n = 266

グラフ（上位11か国） 
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Q4. 大学名 ：  

 
 

 

Q5. 所属別 ：   

                                                                    
 

 

Q6. あなたの主な専攻分野はどれですか。  

  

139

50

25

17

13

11

6

2

3

熊本大学 （52.2%）

崇城大学 （18.8%）

熊本学園大学 （9.4%）

中九州短期大学 （6.4%）

熊本高等専門学校 （4.9%）

東海大学 （4.1%）

熊本県立大学 （2.3%）

九州看護福祉大学 （0.8%）

回答なし （1.1%）

0 20 40 60 80 100 120 140 160単位（人）， n = 266

106

66

50

21

1

22

学部 （39.8%）

博士（博士後期） （24.8%）

修士（博士前期） （18.8%）

研究生・科目等履修生 （7.9%）

交換留学生 （0.4%）

その他 （8.3%）

0 20 40 60 80 100 120単位（人）， n = 266

86

37

37

31

22

15

12

10

3

2

11

工学 （32.2%）

人文科学 （13.9%）

社会科学 （13.9%）

医学 （11.7%）

理学 （8.3%）

芸術 （5.6%）

看護・福祉・保育 （4.5%）

薬学 （3.8%）

教育学 （1.1%）

農学 （0.8%）

その他 （4.2.%）

0 20 40 60 80 100
単位（人）， n = 266
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Q7. あなたが日本に来てどれくらい経ちますか？    

 

 
 

Q8. あなたが日本に留学した目的はなんですか。（2つまで回答可）    

 

 
 

Q9. 日本に留学する前に、どのような方法で留学情報を手に入れましたか？（3つまで回答可） 

 

 
 

84

61

60

37

9

8

7

3年以上 （31.6%）

1～2年 （22.9%）

2～3年 （22.6%）

半年未満 （13.9%）

まだ日本に来ていない （3.4%）

半年～1年 （3.0%）

回答なし （2.6%）

0 20 40 60 80 100
単位（人）， n = 266

175

57

55

51

35

33

28

27

11

学位を取得するため （65.8%）

日本語力を身につけるため （21.4%）

現在の専攻を生かした仕事に就くため （20.7%）

日本で就職するため （19.2%）

日本の文化を知るため （13.2%）

母国での仕事や研究に生かすため （12.4%）

教養を身につけるため （10.5%）

日本語能力を生かした仕事に就くため （10.2%）

その他 （4.2%）

0 50 100 150 200
単位（人）， n = 266

106

98

89

47

39

38

21

9

9

6

5

12

母国の学校や教員に相談した （39.8%）

インターネットで学校のウェブサイトを検索 （36.8%）

親戚や友人に相談した （33.5%）

入学を希望する大学に直接聞いた （17.7%）

日本留学フェア、教育展に参加 （14.7%）

母国の政府教育機関に聞いた （14.3%）

その他の民間団体に聞いた （7.9%）

在外日本大使館などの在外公館に聞いた （3.4%）

日本の出版物を購入した （3.4%）

日本学生支援機構（JASSO）に聞いた （2.3%）

大学コンソーシアム熊本のウェブサイトを検索 （1.9%）

その他 （4.5%）

0 20 40 60 80 100 120
単位（人）， n = 266
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Q10. 熊本の大学を留学先に選んだ理由は何ですか。（2つまで回答可）    

 

 
 

Q11. あなたが熊本に来て魅力に感じることはどんなことですか？(３つまで回答可）   

 
 

Q12. 大学に入る前に日本語を勉強しましたか？    

 

 
 

93

71

51

35

35

34

32

22

18

14

13

7

12

研究に適した指導教官がいたから （35.0%）

自分の専攻分野が合致したから （26.7%）

生活しやすい環境だから （19.2%）

母国の指導教官にすすめられたから （13.2%）

留学生対象の授業料減免制度があったから （13.2%）

友人や知人がいるから （12.8%）

奨学金を得られたから （12.0%）

文部科学省や母国政府から指定されたから （8.3%）

高校または日本語学校の先生にすすめられたから （6.8%）

家族や兄弟（姉妹）がいるから （5.3%）

大学間交流協定があったから （4.9%）

地理的に近いから （2.6%）

その他 （4.5%）

0 20 40 60 80 100
単位（人）， n = 266

167

148

108

92

41

40

11

安心・安全に生活できる （62.8%）

自然が美しい （55.6%）

利便性が高く暮らしやすい （40.6%）

人柄がよい （34.6%）

観光などの見どころが多い （15.4%）

食べ物がおいしい （15.0%）

その他 （4.2%）

0 50 100 150 200単位（人）， n = 266

208

52

6

はい （78.2%）

いいえ （19.5%）

回答なし （2.3%）

0 50 100 150 200 250
単位（人）， n = 266



留学生アンケート報告＜国際交流部会＞ 

 5 
 

Q13. どこで日本語を勉強しましたか？（複数回答）【Q12で「はい」と答えた208人への質問】  

 

Q14. あなたが勉強した日本語学校の場所はどこですか？【Q13で「日本国内の日本語学校」と答えた87

人への質問】    

 

Q15. その場所で勉強することになったきっかけは何ですか？（2つまで回答可）【Q13で「日本国内の日

本語学校」と答えた87人への質問】 

 

31

20

19

2

15

福岡 （35.7%）

東京 （23.0%）

熊本 （21.8%）

大阪 （2.3%）

その他 （17.2%）

0 5 10 15 20 25 30 35単位（人）， n = 87

87

77

59

54

8

5

1

2

日本国内の日本語学校 （41.8%）

母国の日本語学校 （37.0%）

母国の大学等 （28.4%）

独学（自分で） （26.0%）

日本国内の高等学校 （3.8%）

日本人の友人と （2.4%）

第三国の日本語学校 （0.5%）

その他 （1.0%）

0 20 40 60 80 100
単位（人）， n = 208

25

21

17

12

8

8

20

知人や友人が日本語学校に在籍していた （28.7%）

母国の学校の先生から勧められた （24.1%）

インターネットで日本語学校の情報を調べた （19.5%）

生活環境が気に入った （13.8%）

入学料や授業料が安かった （9.2%）

大学への進学率や合格率が高かった （9.2%）

その他 （22.9%）

0 5 10 15 20 25 30
単位（人）， n = 87
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Q16. 熊本の大学に入ってから日本語を学んでいますか？    

 

Q17. あなたの日本語能力はどの程度ですか。    

 

Q18. 熊本にきて参加しているコミュニティはありますか？（2つまで回答可）  

 

 

 

 

 

  

123

79

26

9

7

6

16

大学で開講されている日本語の授業 （46.2%）

独学（自分で） （29.7%）

今は勉強していない （9.8%）

友人と勉強している （3.4%）

熊本市国際交流会館の「くらしの日本語くらぶ」 （2.6%）

地域の日本語教室に参加している （2.3%）

その他 （6.0%）

0 50 100 150
単位（人）， n = 266

20

51

99

30

15

45

6

日本語能力試験N1より上 （7.5%）

日本語能力試験N1程度 （19.2%）

日本語能力試験N2程度 （37.2%）

日本語能力試験N3程度 （11.3%）

日本語能力試験N4程度 （5.6%）

日本語能力試験N4未満 （16.9%）

回答なし （2.3%）

0 20 40 60 80 100 120
単位（人）， n = 266

119

72

42

29

24

23

29

アルバイト （44.7%）

大学のサークル （27.1%）

地域活動 （15.8%）

教会・モスク （10.9%）

その他 （9.0%）

ボランティア （8.6%）

特になし （10.9%）

0 20 40 60 80 100 120 140
単位（人）， n = 266
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Q19. 熊本市国際交流会館を利用したことがありますか。    

 

 
 

Q20. 利用した理由はなんですか。（2つまで回答可）【Q19で「熊本市国際交流会館を利用したことがあ

る」と答えた77人への質問】    

 

 

Q21. 日本に来て、市役所（町村役場など）の手続きなどで、困るのはどんなときですか。（3つまで回

答可） 

 

Q22. 災害時外国人支援システム（K-SAFE)に登録していますか。    

 

 
 

182

77

7

ない （68.5%）

ある （28.9%）

回答なし （2.6%）

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

単位（人）， n = 266

208

50

8

いいえ （78.2%）

はい （18.8%）

回答なし （3.0%）

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 220
単位（人）， n = 266

41

24

17

9

9

3

イベントに参加するため （53.2%）

日本語教室に参加するため （31.2%）

留学生ワンストップ窓口で相談するため （22.1%）

防災訓練に参加するため （11.7%）

熊本市外国人総合相談プラザを利用するため （11.7%）

その他 （3.9%）

0 10 20 30 40 50
単位（人）， n = 77

92

81

79

53

38

38

27

28

窓口でのコミュニケーションがとれない （34.6%）

書類の意味がわからない （30.5%）

手続きのしかたがわからない （29.7%）

書類が多言語表記になっていない （19.9%）

ホームページで必要な情報にたどりつけない （14.3%）

ホームページが多言語表記になっていない （14.3%）

その他 （10.2%）

特になし （10.5%）

0 20 40 60 80 100
単位（人）， n = 266
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Q23. 現在アルバイトをしていますか。    

 

 
 

Q24. アルバイトをする理由はなんですか。（2つまで回答可）【Q23で「アルバイトをしている」と答え

た107人への質問です。】    

 

Q25. 新型コロナ感染症の影響でアルバイトがなくなったり、減ったりしましたか？【Q23で「アルバイ

トをしている」と答えた107人への質問】    

 

Q26. それはどのくらい減りましたか？【Q23で「アルバイトをしている」と答えた107人への質問】 

 

［分析］Q26ではアルバイトをしている人のうち、56.1％（回答者全体の23％）が、「コロナにより収入

が減ったり、全くなくなったりした」ことがわかった。「変わらない」、「少しだけ減った」は、

43.9％（47人）だった。 

   

152

107

7

いいえ （57.2%）

はい （40.2%）

回答なし （2.6%）

0 20 40 60 80 100 120 140 160
単位（人）， n = 266

47

13

8

39

働く時間や収入が減った （44.0%）

アルバイトが全くなくなった （12.1%）

少しだけ減った （7.5%）

変わらない （36.4%）

0 10 20 30 40 50
単位（人）， n = 107

68

37

2

はい （63.5%）

いいえ （34.6%）

回答なし （1.9%）

0 10 20 30 40 50 60 70 80
単位（人）， n = 107

93

46

26

10

9

生活費のため （86.9%）

学費のため （43.0%）

日本の社会を知るため （24.3%）

教養・娯楽のため （9.3%）

貯蓄のため （8.4%）

0 20 40 60 80 100
単位（人）， n = 107
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Q27.生活費は主にどこから得ていますか？    

 

 

［注釈］Q27は回答者全員が対象の質問だったが、システムエラーがあり、77名が回答なしとなった。 

「回答をなし」を除くと、189名（内訳 Q23:アルバイトをしていない152名 Q23+Q25:アルバイ

トをしているが収入に影響がなかった37名）となる。一方、Q23+Q25:アルバイトをしていて、収

入に影響があった60名が回答なしに含まれる。そのため、アルバイトが主な収入となっている学

生数が実際はもっと多い可能性がある。 

 

    下は、Q24アルバイトをする理由およびQ28,Q29からのクロス集計の結果、アルバイトが主体と

なっていると思われる学生の数字を補正したもの（推計） 

 

 

Q28. あなたは学費免除を受けていますか？ 

 

79

77

31

2

77

奨学金 （29.7%）

母国からの仕送り （28.9%）

アルバイト （11.7%）

その他 （0.8%）

回答なし （28.9%）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
単位（人）， n = 266

91

81

67

18

9

全額 （34.1%）

半額 （30.5%）

なし （25.2%）

一部 （6.8%）

回答なし （3.4%）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
単位（人）， n = 266

91

79

77

19

0 20 40 60 80 100

アルバイト （34.2%）

奨学金 （29.7%）

母国からの仕送り （28.9%）

その他 （7.1%）

単位（人）， n = 266
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Q29. お金がないことで、生活が苦しいと感じたことがありますか？  

 

Q30. それは新型コロナ感染症の影響がありますか？【Q29で1,2と答えた171名への質問】 

 

 

［分析］Q29、30ではアンケート回答者の64.4％が、「生活が苦しいと感じている」ことがわかった。そ

のうち、60.9％がコロナの影響があると答えている。また、回答者全体266人のうち、39％がコ

ロナの影響により、23％はコロナ以外の理由により、生活が苦しいと感じることがある。 

 

Q31. 新型コロナ感染症の自粛生活の中で、大変だったことは何ですか？（3つまで回答可） 

   

［注釈］Q31は回答者全員が対象の質問だったが、システムエラーがあり、180名が回答なしとなってし

まった。回答者は86名となり、Q29:お金がなくて生活が苦しいといつも感じる、時々感じる171

名が抜けている。そのため、収入に関わる不安を抱えた学生が、実際はもっと多い可能性が高

い。Q33の回答のクロス集計の結果を考慮し、補正したものが次のグラフ（推計） 

 

 

121

50

44

40

3

8

時々感じる （45.6%）

いつも感じている （18.8%）

問題はない （16.5%）

感じたことはない （15.0%）

その他 （1.1%）

回答なし （3.0%）

0 20 40 60 80 100 120 140

単位（人）， n = 266

53

44

32

14

12

5

3

180

母国に一時帰国ができなくなったこと （19.9%）

孤独を感じたこと （16.5%）

オンライン授業で、知人や友人と集まれなくなった…

マスクや消毒をしないといけなくなったこと （5.3%）

収入に関わること（アルバイト・仕送り） （4.5%）

外国人への偏見を感じたこと （1.9%）

その他 （1.1%）

回答なし （67.7%）

0 50 100 150 200
単位（人）， n = 266

104

52

10

5

大きく影響がある （60.9%）

あまり影響はない （30.4%）

全く影響はない （5.8%）

回答なし （2.9%）

0 20 40 60 80 100 120

単位（人）， n = 171
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Q32. 自粛生活中は、コロナや地域の情報をどこから得ていましたか？（2つまで回答可） 

  

 

Q33. 新型コロナ感染症に関して不安なことはなんですか？（2つまで回答可）  

 

 
  

109

109

97

88

39

7

8

母国に無事に帰ることができるか （41%）

万が一、自分がかかったらどうしたらよいか （41.0%）

母国の家族が無事か （36.5%）

収入に関わること（アルバイト・仕送り） （33.1%）

アルバイトが続けられるか （14.7%）

その他 （2.6%）

回答なし （3.0%）

0 20 40 60 80 100 120

単位（人）， n = 266

213

118

63

22

4

8

SNS （80.1%）

大学 （44.4%）

友達 （23.7%）

自分が参加しているコミュニティ （8.3%）

その他 （1.5%）

回答なし （3.0%）

0 50 100 150 200 250
単位（人）， n = 266

127

55

53

44

32

14

5

13

0 50 100 150

収入に関わること（アルバイト・仕送り） （47.7%）

万が一自分がかかったらどうしたらよいか （20.7%）

母国に一時帰国ができなくなったこと （19.9%）

孤独を感じたこと （16.5%）

オンライン授業で、知人や友人と集まれなくなった （12.0%）

マスクや消毒をしないといけなくなったこと （5.3%）

外国人への偏見を感じたこと （1.9%）

その他 （1.1%）

単位（人）， n = 266
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Q34. 新型コロナ感染症によって、将来の希望や進路に対する考え方が変わったか  

  

Q35. あなたが将来やりたい職種はどれですか。    

 

Q36. あなたは将来、日本で就職したいですか？ 

  

112

45

20

16

10

10

7

6

4

26

10

研究者・大学教員 （42.0%）

技術開発 （16.9%）

経営・マーケティング （7.5%）

ＩＴ系 （6.0%）

翻訳通訳 （3.8%）

貿易・金融機関 （3.8%）

行政機関職員 （2.6%）

販売サービス （2.3%）

観光ビジネス系 （1.5%）

その他 （9.8%）

回答なし （3.8%）

0 20 40 60 80 100 120
単位（人）， n = 266

120

91

46

9

影響はない （45.1%）

変わった （34.2%）

全く変わっていない （17.3%）

回答なし （3.4%）

0 20 40 60 80 100 120 140

単位（人）， n = 266

173

86

7

はい （65.1%）

いいえ （32.3%）

回答なし （2.6%）

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200
単位（人）， n = 266
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Q37. 日本で就職しない理由はなんですか？（複数回答可）【Q36で「日本で就職したくない」と答えた

86名への質問】  

 

 
 

Q38. 日本で働きたい理由は何ですか。（2つまで回答可）【Q36で「日本で働きたい」と答えた173名へ

の質問】 

 

Q39. あなたは熊本で就職したいと考えていますか？【Q36で「日本で働きたい」と答えた173名への質

問】  

    

30

28

27

19

5

5

5

6

母国で就職したいから （34.9%）

帰国しなければならない理由があるから （32.6%）

母国で大学・企業に所属しているから （31.4%）

母国・他国で研究を続けたいから （22.1%）

日本の生活環境や文化が合わないから （5.8%）

日本で就職先が見つからないから （5.8%）

日本企業の働き方や制度と合わないから （5.8%）

その他 （7.0%）

0 10 20 30 40
単位（人）， n = 86

59

57

53

39

36

29

13

11

7

日本企業の技術力が高い （34.1%）

日本企業の海外拠点で働きたい （32.9%）

日本語を使って仕事したい （30.6%）

日本企業の給与が高い （22.5%）

日本の文化が好きだから （20.8%）

衣食住の環境が良い （16.8%）

母国で就職するのが難しい （7.5%）

終身雇用制がある （6.4%）

その他 （4.0%）

0 10 20 30 40 50 60 70

単位（人）， n = 173

83

67

22

1

はい （48.0%）

わからない （38.7%）

いいえ （12.7%）

回答なし （0.6%）

0 20 40 60 80 100

単位（人）， n = 173
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Q40. 熊本で就職しない主な理由はなんですか？【Q39で「いいえ」と答えた方】 

 

 
 

 

8

7

3

2

2

希望する企業（大企業等）がない （36.4%）

希望する進路と一致する企業がない （31.8%）

企業情報がない （13.6%）

生活環境が合わない （9.1%）

その他 （9.1%）

0 2 4 6 8 10
単位（人）， n = 22
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外国人留学生受け入れ状況 

●出身国別留学生数 
令和２年５月１日現在 

熊本留学生交流推進会議調べ 


